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本計画は、富良野市に居住するすべての子ども

の成長を支援するための取り組みと、その保護者あ

るいはこれから子どもを持とうとする富良野市民を支

援するための取り組みを体系的にとりまとめ、今後５

年間（2020年度～2024年度）の市の目指す

姿を示すものです。

本市では、「すべては子ども達のために すべての

子ども達のために」を合言葉に、市と市民、地域が

一体となって、子どもの育ちやその保護者、子どもを

持とうとする人を支えていくことのできる環境づくりを

進めています。

今後も、「誰ひとり取り残さない」ことを基本としな

がら、計画期間５年の重点プロジェクトとして、「お

母さんの不安解消に向けた積極的支援」を設定し、

子育て中の保護者の満足度向上に向けた取り組

みを進めていきます。

計画策定の趣旨１

本計画が目指す子育て支援のあり方

計画の基本理念２

子ども・子育て支援制度は、「支援を必要とするすべての家庭が利用でき、子どもたちがより豊かに

育っていける」ことを目指して整備されている制度です。少子化や核家族化の進行、保護者の就労状況

の変化や家庭環境における変化等に対応しながら、すべての子どもが健やかに成長できる社会を実現し

ていくことが求められています。

本計画の基本理念は以下のとおりです。これは、「すべての幼児・児童が、障害の有無に関わらず、

互いの個性を尊重しあいながら、夢と希望を持って心豊かに、たくましく育てあう教育を推進するために、

一人ひとりのニーズに応じた専門的な指導・支援を行い、自立や社会参加に向けて個々の能力を伸ば

すことができるように環境を整備する」富良野市の教育の基本理念でもあります。

すべては子ども達のために すべての子ども達のために

働き方が変わる
学び方が変わる
遊び方を変える

子育て環境を整え、満足度を上げる

本計画の位置づけ

富良野市総合計画

富
良
野
市
地
域
福
祉
計
画

主な関連計画

第４期富良野市

障がい者計画

（2018～2022）

富良野市健康増進

計画（第二次）

（2013～2022）

富良野市男女共同参

画推進計画

（2019～2028）

その他関連する

計画

連携

富良野市

第２期子ども・子育て
支援事業計画

• 富良野市子ども・子育

て支援事業計画

• 富良野市次世代育成

支援行動計画

• 富良野市母子保健計

画

• 富良野市読書プラン

富良野市まち・ひと・しごと創生

人口ビジョン・総合戦略

整合
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子育て支援における10の視点３

次代を担う子どもには、今後も高度化する情報

社会において、仮想空間と現実空間を融合させ、

経済発展と社会的課題の解決を両立させることを

目指す「Society5.0」を担うことが期待されていま

す。子育てしやすいまちづくりを目指すのみならず、

富良野市の子どもがそれぞれの個性や特徴を生か

し、社会で活躍できるよう、一人ひとりの成長をまち

全体で支援していく必要があります。

本計画においては、以下に示す10の視点を踏

まえつつ、各支援施策を子どもの成長・世代別に

整理しています。

① 母親の視点強化
② 母親を支える父親と地
域・企業が見守るワーク・
ライフ・バランスの強化

③ 富良野の特徴、農業・観
光の働き方を支える視点

④ 子どもと大人が一緒に過
ごせる「居場所」を整える

⑤ IT/AI時代における「働
き方改革」と「学びと遊
び」の視点

⑥ 国際化・グローバル化す
る社会の視点

⑦ 産前・産後ケアを含む母
子の健康不安の解消

⑧ 子どもの行動範囲を整え
る「まち保育」の視点

⑨ 遊びを通じた子どもたち
の体力向上

⑩ 持続性と連続性
（財源・子育て環境・支
援など）

社会保障費
の増大

生活保護

魅力的な職・

安定した職の不足

コミュニティの弱体化

買い物難民 過疎化

高齢化

学校統廃合

人材不足

公共交通
の縮小

非正規雇用

ワーク・ライフ・バランス

国際化 多様性

長時間労働

大規模災害

への対応

人口減少

地域医療の
縮小

介護サービスの低下

性別役割分業

の見直し

若者の都市部流出

子育ての悩み

児童虐待

孤育て

子どもの居場所不足

いじめ

不登校

待機児童

新学習指導要領

教育格差

発達障がい

デジタル社会

Society5.0

核家族化

プライバシー意識
未婚化・晩婚化

晩産化

地域共生社会

少子化

子育て環境の悪化は富良野市全体に悪影響をもたらす。

子育て施策の充実度は富良野市の将来を左右する。

子育て支援は、子どもと保護者のためだけに展開されるものではなく、まちづくりの根幹をなすものの１

つです。その充実度を高めることが、富良野市における好循環の創出につながります。

■育みたい資質と能力（幼児期の終わりまでに育ってほしい姿■

「知識及び技能の基礎」

豊かな体験を通じて、感じたり、気づいたり、分かった
り、できるようになったりする

「思考力、判断力、表現力等の基礎」

気づいたことや、できるようになったことなどを使い、考
えたり、試したり、工夫したり、表現したりする

「学びに向かう力、人間性等」

心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を営もう
とする

自立心協同性
健康な
心と体

自然との関

わり・生命

尊重

思考力の

芽生え
社会生活

との関わり

豊かな

感性と

表現

数量、図

形、文字へ

の興味

言葉による

伝え合い

道徳性・

規範意識

の芽生え
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富良野市の子ども・子育てを取り巻く現状４

子ども人口の推移

富良野市の子ども人口は近年減少傾

向にあります。どの年齢層でも減少傾向が

続いており、今後も少子化と人口減少は

長期的に進行することが見込まれています。

女性の労働力率

富良野市の女性の労働力率をみると、

全体的に上昇傾向がみられ、女性の就

労が進んだことがうかがえます。

一方で、30代で労働力率が低下する

「M字カーブ」現象は続いています。共働き

世帯の増加に伴う固定的性別役割分業

意識の改善や多忙な子育て世代を支え

るための子育て支援サービスの確保を量と

質の両面から進めていく必要があります。

合計特殊出生率の推移

富良野市の合計特殊出生率について

みると、1.2から1.6の間で推移しています。

人口を維持するために必要な合計特殊

出生率（人口置換水準）は2.06となっ

ており、自然減は今後も長期的に続くこと

が想定されます。

■富良野市の子ども（18歳未満）人口の推移■

資料：住民基本台帳（各年10月１日）

単位：人

1,091 1,070 1,020 981 888 874

1,197 1,147 1,085 1,060 1,060 1,032

677 672 650 631 587 534

692 698
696 656

645 619

3,657 3,587
3,451 3,328

3,180 3,059

0

2,500

5,000

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

15～17歳

12～14歳

６～11歳

０～５歳

■合計特殊出生率の推移■

資料：RESAS

1.51

1.29

1.44

0

0.6

1.2

1.8

2.4

1998-2002 2003-2007 2008-2012

合計特殊出生率

■富良野市の女性の年齢別労働力率■

資料：国勢調査

単位：％

18.8

76.5 75.1
71.8

76.5

83.1 84.0
81.6

75.1

64.0

46.2

27.7

11.7

5.2
1.7

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

2005年（平成17年） 2010年（平成22年） 2015年（平成27年）

女性の労働力率は20代以降で上昇。

＝M字カーブは改善途上にある。

2.06
（人口置換水準）
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アンケート結果からみた富良野市の子ども・子育ての現状

本計画の策定にあたって実施したアンケート調査では、居住地域における子育て環境や支援への満

足度について、“不満”を感じている人が４割以上を占めており、満足度が低い結果となっています。市

の子育て環境に対する満足度の向上のため、市の子育て環境の改善を進めていく必要があります。

共働き世帯の増加による
教育・保育ニーズの高まり

• 母親の就労が増えている。

• 共働き世帯が増加したことで、幼稚園の預かり保育のニーズが高まっている。

「孤育て」傾向の高まり

• 子育てに日常的に関わる祖父母の割合が低下し、幼稚園・保育所の関与

が強くなっている。

• 緊急時に子どもをみてもらえる人がいないケースも増加している。

地域における保護者同士、
専門職とのつながり不足

• 新米ママ交流、乳幼児の健康相談の利用意向が高まっている。

• 地域でのつながりが希薄化する中、子育てへの不安や負担を感じている保

護者が多い。

放課後子ども教室・学童保育
のニーズの高まり

• 共働き世帯の増加、核家族化等により、放課後の子どもの居場所のニーズ

が高まっている。

• 特に低学年時の子どもの居場所を確保する必要がある。

子どもの遊び場不足

• 重点的に取り組むべき子育て支援環境として、「室内の子どもの遊び場」が

最も多い。

• 冬が長く、観光客の多い富良野市では、安心して子どもが遊べる場所が不

足している。

仕事と子育ての両立

• 短時間勤務制度を「利用した」割合が低下した一方で、「利用したかったが

利用しなかった」の割合が高くなっている。

• 社会全体で子育て・家事と仕事を両立できるような働き方を推進する必要

がある。

地域医療（産婦人科・小児科）の充実

• 重点的に取り組むべき子育て支援環境として「安心して妊娠・出産ができる

医療体制の整備」が２番目に多い。

• 緊急時にも安心して利用できる医療機関が求められる。
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「富良野市第２期子ども・子育て支援事業計画」の推進にあたり、次の４つの基本方針を掲げます。

それぞれの基本方針に沿って、より子育てしやすい環境づくりを進めていきます。

基本方針と主な取り組み５

安心して妊娠・出産できる環境づくり１

乳幼児期における健やかな育ちへの支援２

妊娠期・

出産期
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 小学生 中学生 高校生

不妊治療等への支援
母子手帳交付・妊婦健康相談・母子モアプリ
妊婦健診（検査14回分負担）
乳児家庭全戸訪問・産婦訪問
乳幼児健康相談（７か月・１歳・２歳）
乳幼児健診（4か月・1歳半・3歳児）
定期予防接種の実施と任意予防接種費用の助成
産後ケアの体制確立・充実

子育て世代包括支援センター（富良野版ネウボラ）

の設置に向けた検討・体制の構築

妊婦栄養相談
乳幼児健康教育
乳幼児健康診査・健康相談時栄養相談
食育指導・ふるさと給食・食材の日
離乳食やアレルギーに関する正しい知識の啓発
広域連合との連携による給食センターのあり方に関する検討

産婦人科診療体制の確保
小児医療の提供体制の確保
雇用・移住政策との連携

新米ママ交流会の開催
相談体制の充実と関係機関の連携
子育てサークルの活性化
子育てに関する意識啓発
子育て情報の充実
子育てサロン等の時間延長
新庁舎移転後の子育て支援センターのあり方検討

１　安心して妊娠・出産できる環境づくり

１－１．母子の健康確保・増進

１－２．食育の推進

１－３．産婦人科・小児医療の充実

１－４．相談機能・情報提供の強化

妊娠期・

出産期
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 小学生 中学生 高校生

０～２歳児保育の受入枠拡大
保育時間の延長、休日保育の実施
認可外保育所・幼稚園の側面支援、預かり保育の充実

幼保小連携の推進
へき地保育のあり方検討
企業内保育所の拡大・支援
ファミリー・サポート・センターの側面支援
IoT保育システムの導入検討

助産施設における助産支援
子育て世帯や多子世帯への経済的負担軽減策
保育料の経済的負担の軽減
児童手当の支給
子ども医療費の助成
就学援助
任意予防接種の助成
出産祝い「育児パッケージ」の構築
子育てに係る総合的な経済的負担軽減策の検討

通園センター運営・すくすくの支援
障がい児保育の充実
相談体制の充実と関係機関の連携（利用者支援事業）
特別児童扶養手当の支給
障害児福祉手当の支給
５歳児健診におけるWISC-Ⅳ知能検査への支援検討
通園センターの保健センター移設検討（2020～）

子ども家庭総合支援拠点の設置に向けた検討

及び子育て世代包括支援センターとの連携体制の構築

２　乳幼児期における健やかな育ちへの支援

２－１．幼児期の教育・保育の充実

２－２．子育て支援の充実

２－３．発達に遅れのある子どもへの支援

：新たに検討すべき取り組み

：継続（予定）の取り組み
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自立や社会参加に向けた適切な支援の提供３

子育てを支える富良野市の環境づくり４

乳幼児期における健やかな育ちへの支援２

妊娠期・

出産期
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 小学生 中学生 高校生

子ども会育成連絡協議会活動支援
子ども未来づくり事業
青少年補導センター・子ども110番の家
青少年サークルの育成支援
ふらのまちづくり未来ラボ推進事業

教育分野におけるテクノロジーの活用に関する検討（Ed Techの導入検討）

児童館の運営
放課後児童クラブ（北の峰・緑町・麻町・桂木町・東部）
放課後こども教室（山部・樹海・布礼別・布部・鳥沼）
少年団体活動の支援
文化・スポーツ活動の推進
多様な子どもの居場所づくりの検討

家庭における読書活動の推進（ブックスタート・おはなし会）
地域における読書活動の推進（児童館ブックトラック・こどもの図書館まつり）
学校における読書活動（ブックトラック・学校読書活動）
学びの場づくり
新庁舎移転後の図書館2･3階の利活用

富良野市要保護児童対策地域協議会
「富良野市いじめZERO推進条例に基づく取り組みの推進

子ども家庭総合支援拠点の設置に向けた検討及び

子育て世代包括支援センターとの連携体制の構築

健康・性に関する知識の啓発
インターネットとの適切な関わり方についての啓発

３－５．子どもの権利を守るための推進

３－６．思春期保健対策の充実

３　自立や社会参加に向けた適切な支援の提供

３－１．子ども健全育成対策の充実

３－２．教育環境の充実と子どもの生きる力の向上

３－３．子どもの居場所づくり

３－４．読書活動の推進

妊娠期・

出産期
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 小学生 中学生 高校生

子育てを地域全体で支える社会づくり（少子化問題の研修・意識啓発）
男女共同参画による子育ての推進
小中高生と乳幼児のふれあい機会の拡充・多世代交流の促進
民生委員等の見守り体制の強化

育児休業・介護休業制度の啓発と普及
労働時間短縮の促進
女性の再就職への支援（自立支援教育訓練給付金・高等訓練促進給付金）
求人情報の提供
イクボス・イクメン等、ワーク・ライフ・バランスの機運づくり

家庭教育の充実
家庭に関する相談体制の充実
家庭教育ハンドブックの配布
コミュニティスクールの活用と推進

身近な遊び場・公園の整備
子育てに配慮された施設・設備の整備
子育て世帯に配慮した住環境の整備
交通安全教育の推進
子どもを犯罪の被害から守る取り組み
防犯ボランティア活動の支援
新庁舎内のこどもの遊び場設置
空き店舗活用による遊び場設置

４－３．地域の教育力の向上

４－４．子育てに配慮した居場所環境の整備

４　子育てを支える富良野市の環境づくり

４－１．次代の親の育成

４－２．ワークライフバランスの向上

妊娠期・

出産期
０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 小学生 中学生 高校生

要保護児童等に対する相談・支援体制
要保護児童対策地域協議会
母子・父子自立支援員の設置
家庭生活支援員派遣事業の充実
児童扶養手当の支給
ひとり親家庭等医療費助成
子ども家庭総合支援拠点等の設置に向けた検討

２　乳幼児期における健やかな育ちへの支援

２－４．社会的支援を要する子どもへの対応

：新たに検討すべき取り組み

：継続（予定）の取り組み
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本計画の進捗管理及び実施状況の点検・評価につい

ては、こども未来課が中心となって、毎年度関係各課の施

策・事業の実施状況を把握し、事業評価、再調整などを

行うとともに、富良野市子ども・子育て会議での審議を経て

実施します。

また、計画の進捗状況及び実施状況の結果については、

「広報ふらの」や市のウェブサイト、ふらの子育てアプリ母子モ

等を利用して広く市民に周知を図ります。

計画の進行管理８

重点施策と数値目標７

本計画における重点施策として、①室内の遊び場

の整備、②産婦人科医療、小児科医療の充実、③

子育てに伴う経済的支援の充実の３つを掲げます。

冬が長く、まちなかに観光客の多い富良野市では、

天候を問わず安心して利用できる子どもの居場所づく

りが不可欠となっています。室内の子どもの遊び場の整

備は、子どもと保護者のみならず、まちづくり全体に与

える影響が大きいと見込まれることから、本施策を本

計画の計画期間における重点施策の１つとして位置

づけ、スピード感のある検討・取り組みを進めていくこと

とします。

また、医療体制の充実や子育て家庭への経済的

支援の充実などについても、子育てしやすいまちづくりに

向けた取り組みを加速させていきます。

「子ども・子育て支援に関するニーズ調査」で取得する子育て環境や支援の

満足度において、“満足”の割合を８割以上とする。

重点施策

① 室内の遊び場の整備

② 産婦人科医療、小児科医療の充実

③ 子育てに伴う経済的支援の充実

Apple およびApple ロゴは米国その他の国で登
録されたApple Inc. の商標です。
App Store は、Apple Inc. のサービスマークです。
Google Play およびGoogle Play ロゴは
Google LLC の商標です。

ふらの子育てアプリ母子モ


